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 本研究は，ディジタルシティ構築のために，DSMデータを用いて屋根形状の判読，および判読結果から

屋根付き3次元建物モデルの自動生成を試行したものである．まず，DSMから方位角と傾斜度を求め，建物

外形線から生成した仮想屋根面に含まれるグリッドを集計して傾斜屋根を判定する．続いて，傾斜屋根で

はない建物に対して陸屋根の判定を実施した．さらに，判定結果と傾斜度，高さの最頻値などを用い，3

次元建物モデルの自動生成をおこなった．テストデータへ適用した結果，解像度が1.0mの場合の適中率は

84.6％であったが，解像度が0.5mの場合はほぼ100％となった．なお，大阪市の実データへの適用結果で

は，適中率は低く，DSMを生成する基礎データの取得間隔が1.0m程度は必要であることがわかった． 

 
キーワード : 地理情報システム（GIS）， 数値表層モデル （DSM），ディジタルシティ， 

屋根形状判読，景観シミュレーション 
 

 
１．はじめに 
 

 近年，景観シミュレーションの分野においてDSM

（Digital Surface Model）データの利用が一般化しつつ

ある．DSMデータを用いることにより，効率的に3次元基

盤地図を作成することができ，短時間で景観シミュレー

ションが可能になるためである． 

 現実空間に存在する都市を3次元CGとしてモデル化し

たものをディジタルシティと呼ぶが1），DSMデータはデ

ィジタルシティを構築する上でも重要な地理空間データ

となりつつある．このディジタルシティの構築において，

最も重要な景観要素となるものはもちろん主対象である

が，対象場に存在する建物は主対象の次に重要な景観要

素となる．すなわち，建物形状の再現性が景観シミュレ

ーションの完成度を左右するといっても過言ではない．

しかしながら，対象場に存在する建物モデルのすべてを

詳細に再現する必要はなく，その景観的な重要度に応じ

てモデリングの詳細度（LOD：Level of Detail）を分け

ることで，より効率的な景観シミュレーションが可能に

なる． 

 これまで景観シミュレーションでは，景観的重要度の

低い建物モデルは建物外形線をそのまま上空に押し出し

た多角柱モデルで再現されてきた．ここ最近の研究例を

挙げると，神戸での景観分析2）や姫路城の景観分析3），

篠山市の山並み景観の分析4），嵐山の景観構造分析5）な

どがあり，これらの研究はいずれも明確な主対象があり，

建物外形線を用いて建物高さを設定した多角柱モデルか

らDSMデータを構築し，可視・不可視分析へと展開して

景観シミュレーションを実施しているという共通点があ

る．明確な主対象がある景観シミュレーションの場合，

対象場の建物は多角柱モデルでかつワイヤーフレーム表

示などにすることで，主対象をより引き立てることがで

きる．一方，主対象が地域などの面的広がりの建物群な

どで構成される場合，建物を景観的重要度が低いことや

モデル構築の手間を理由に多角柱モデルで再現すると，

たとえば伝統的建造物群保存地区での景観シミュレーシ

ョンを想定した場合では，同地区内に近代的ビルディン

グが混在するような錯覚を与えることになり，景観シミ

ュレーションの蓋然性が疑われることになる．そこで，

地理空間データ，とくにDSMデータから屋根形状を判読

し，3次元建物モデルを生成することで対象場における

景観シミュレーションの効率化が図れるのではないかと

考えた． 

地理空間情報から屋根形状を判読する方法としては，

航空写真のステレオ処理から得たDSMデータを用いて直

接屋根形状を生成する方法6）や，航空レーザ測量データ

の1つであるLIDAR（Light Detection and Ranging）デー

タを用いて，代表的な屋根形状別に設定されたパラメー



 

タ群の適合度から屋根形状を判定する方法7）などが試み

られている． 

 本研究では，景観シミュレーションの効率性と再現性

を向上させるため，今後主流となるであろう正規化され

たDSMデータから屋根形状を判読するための簡易な手法

を開発するとともに，ディジタルシティ構築の効率化を

目指し，判読結果から屋根付き建物の3次元CGモデルの

自動生成を試みている． 

 

 

２．研究の方法 

 

（1）研究対象地と使用データ 

 本研究の研究対象地には大阪市旭区の一部を設定し，

同地域のDSMデータおよび屋根形状判読の適中率判定用

DSMデータを構築した． 

 使用したデータは，大阪市のDMデータ（平成11〜12年

調製，財団法人大阪市都市工学情報センター発行）およ

び大阪市のLIDARデータ（平成13年5月撮影，データ取得

間隔3～4m，株式会社パスコ発行）である．屋根形状の

判読に利用したDSMデータは，この LIDARデータからTIN

を経由して解像度1.0mのグリッドデータに変換したもの

を用いた． 

 建物屋根形状の簡易判読および自動生成のためのシス

テム開発に用いたGISパッケージはSIS MapModeller 6.2

であり，GISLinkによるカスタマイズプログラムを開発

して屋根形状の判読，並びに3次元建物モデルの自動生

成をおこなった． 

 

（2）屋根形状判読フロー 

 屋根形状の判読は，1）寄棟屋根，2）方形屋根，3）

切妻屋根，4）陸屋根，と屋根構成面の多い屋根形状の

順におこなう．屋根形状別の判読手法を以降に記す．ま

た，屋根形状判定フローを図-1に示す． 

a）寄棟屋根 

 屋根形状の判定では，まず寄棟モデルを仮に設定し，

5寸勾配の仮想屋根面を設置する．各屋根面に含まれる

方位角グリッドを取得後，それぞれ軒側に対し直角方向

に傾斜するグリッドを集計し，寄棟屋根であるか否かを

決定する．傾斜屋根の判定式を式（1）に示す． 

 iGva /iGv ≥ Ts  （1） 

 ここに，iGva：i 番目の仮想屋根面に含まれる軒側に

傾斜するグリッド数，iGv：i 番目の仮想屋根面に含まれ

るグリッド数，Ts：しきい値（=0.5），である． 

軒側に傾斜するグリッドの取得要件は，建物外形線の

長辺の方位角を基に仮想屋根面の傾斜方向を求め，傾斜 

 

 

図-1 屋根形状判読フロー 

 

 

 

図-2 切妻屋根に含まれる方位角・傾斜度グリッドの集計結果 

    （非着色部が軒側に傾斜していると判定されるエリア） 

 

    
図-3 特殊な屋根形状の例8） 

 



 

方向に対し経験的に設定した±22.5度に含まれるグリッ

ドとしている．図-2は切妻屋根の例で，建物外形線に含

まれる方位角と傾斜度をグラフにプロットしたものであ

る．軒の方向は170.6度と350.6度であり，同方向にグリ

ッドが集中していることがわかる．ここで，148.1〜

193.1度，および328.1〜13.1度に含まれるグリッド数を

集計し，傾斜度が50度を超えるグリッドを除いた上（後

述），式（1）を満たすものを傾斜屋根と判定している．

なお，屋根勾配は集計したグリッドの最頻値とし，各仮

想屋根面の最頻値の平均値としている． 

傾斜屋根には図-3に示すような特殊な屋根形状が多く，

全体的な傾向を把握できていないこと，および簡単のた

めしきい値を50％と設定した．また，いずれの判定にお

いても尺勾配（45度）を超えるような傾斜度のグリッド

（本研究では50度と設定）も計算からは除外している．

これは陸屋根の場合はパラペットなどの影響を，傾斜屋

根の場合は図-3で示した押し上げ屋根などの垂直部分の

影響を除外するため設定した． 

b）方形屋根 

 寄棟屋根に該当する建物のうち，外形線が正方形のも

のは方形屋根とした．正方形の判定には，4辺の平均値

を取得し，各辺の残差が0.5m以内であれば正方形である

とした． 

c）切妻屋根 

 寄棟・方形屋根に該当しない建物は切妻屋根に仮設定

する．長辺または短辺方向に棟線を配置し，外形線と棟

線から2枚の仮想屋根面を生成し，各屋根面に含まれる

方位角グリッドを取得後，それぞれ軒側に対し直角方向

に傾斜するグリッドを集計し，式（1）を満たす場合は

切妻屋根と確定する． 

d）陸屋根 

 ここまでで傾斜屋根に分類されなかった建物について

は，最後に陸屋根の判定を実施する．最後に判定を実施

する理由は，超緩勾配（1寸未満）の傾斜屋根を判読す

るためである．陸屋根の判定式を式（2）に示す． 

 fTGGg ≥/  （2） 

 ここに，Gg：屋根面に含まれる傾斜角が 1 寸勾配未

満のグリッド数， G：屋根面に含まれるグリッド数，

Tf：しきい値（=0.5），である． 

 判読対象建物の外形線内に含まれる傾斜度のグリッド

値のうち，50％以上が１寸勾配（5.7度）未満の場合は

陸屋根と判定する．１寸勾配は陸屋根に付けられる排水

勾配や付属物の影響を除去するために設定している．  

 

（3）３次元建物モデルの生成 

 屋根形状を判読した結果（屋根形状種別，建物高さの

最高値・最頻値，傾斜角の最頻値・平均値）を用いて，

GIS上で3次元建物モデルを生成する．壁面は仮想屋根面

生成の際，屋根面を構成する各辺に壁の有無を表すフラ

グを設け，フラグがある辺については，辺から地上に向

け垂直に四角形の面を生成する． 

 屋根形状が判定できなかった建物については，陸屋根

として建物モデルを生成する． 

 

 

３．屋根形状の簡易判読とモデリング 

 

（1）テストデータ（解像度：1.0m）への適用 

a）DSMデータの構築 

 大阪市のDMデータから任意の1km四方を切り出し，建

物外形線のうち建物属性が普通建物か堅ろう建物のいず

れかで，かつ矩形である建物を屋根形状の判読対象建物

とした．図-4に示す着色した建物が判読対象建物であり，

建物数は1,170件であった．この建物群に対し，陸屋根，

切妻屋根，寄棟屋根を乱数で1/3ずつ設定し，切妻屋根

のみ桁行方向を長辺側と短辺側でさらに半数ずつ設定し

た（図-5）．設定した屋根形状をもとに，最高高さ20m，

屋根勾配を5寸勾配として3次元屋根モデルを生成した後，

データ取得間隔を1.0mとしてDSMデータに変換したもの

をテストデータとして利用した（図-6）．  

b）屋根形状の簡易判読結果 

 テストデータに対する屋根形状の簡易判読結果を分割

表で表現した結果を表-1に示す．適中率は84.6％となっ

た．なお，対象建物のうち，158件は判読不能となった．  

 

 

図-4 試行対象地域（1km四方）のDMデータ 

（判読対象建物に着色） 



 

これらの建物は面積が50m2未満であるものがほとんどで

（96.8％），計算対象グリッドが存在しないためであり，

評価からは除外している．逆に面積100m2以上の建物は

すべて正しく判読できている． 

 判読結果を見ると，「その他」と判読された建物につ

いても，その面積が小さい場合がほとんどであり，  

 

 

図-5 テストデータとして設定した屋根配置図 

 

 

図-6 テストデータ（解像度：1.0m） 

 

表-1 テストデータ（解像度：1.0m，判読不能分を除く）の 

    簡易判読結果 

簡易判読結果  

陸 切
妻
長
辺 

切
妻
短
辺 

寄
棟 

方
形 

そ
の
他 

合
計 

陸 358 0 0 0 0 3 361 
切妻長辺 3 149 0 0 0 12 164 
切妻短辺 0 0 165 0 0 5 170 
寄棟 1 72 0 164 0 52 289 
方形 0 0 0 0 20 8 28 

テ
ス
ト
デ
ー
タ 

その他 0 0 0 0 0 0 0 
合計 362 221 165 164 20 80 1,012 

86.3％が50m2未満であった．隣接建物との間隔が小さい

場合や長辺と短辺の長さの差が大きい寄棟屋根の場合に

適中率が下がった．また，正方形に近い矩形であるほど

適中率は上がる傾向が見られた． 

 

（2）大阪市での適用 

a）DSMデータの構築 

 次に，実際の都市での適用として図-7に示す大阪市の

DSMデータを用いて屋根形状の簡易判読をおこなった．

判読対象建物はテストデータと同一とした．結果検証の

ため，事前に現地踏査と航空写真により実際の屋根形状

を確認した．現地踏査の結果から，建物外形線の場所に

建物が存在しないなどDMデータと現実とが一致しない建

物，および面積が50m2未満の建物，判読不能分を除外し

た結果，対象建物数は688件となった．なお，現地調査

による「その他」とは，マンサードなどの屋根形状のほ

か，総描による複数建物の存在などが該当する． 

b）屋根形状の簡易判読結果 

 屋根形状を簡易判読した結果を分割表で表現した結果

を表-2に示す．適中率は27.8％と非常に低い結果となっ

た．テストデータでは建物部分の高さデータ取得間隔を

1.0mに設定しているが，大阪市のDSMデータはデータ取

得間隔が3〜4mであり，これを解像度1.0mに補間して用

いている点が判読精度の低い理由であると思われる． 

 

 

図-7 大阪市DSMデータ（解像度：1.0m） 

 

表-2 大阪市DSMデータ（解像度：1.0m，建物面積50m2以上， 

    判読不能分を除く）の簡易判読結果 

簡易判読結果  

陸 切
妻
長
辺 

切
妻
短
辺 

寄
棟 

方
形 

そ
の
他 

合
計 

陸 99 2 5 0 0 151 257 
切妻長辺 6 33 3 0 0 148 190 
切妻短辺 4 4 10 0 0 120 138 
寄棟 2 3 0 4 0 41 50 
方形 0 1 0 0 0 5 6 

現
地
調
査
結
果 

その他 1 1 0 0 0 45 47 
合計 112 44 18 4 0 510 688 

陸：412件 
切妻長辺：192件 
切妻短辺：191件 
寄棟：330件 
方形：45件 
合計：1,170件 



 

 

図-8 屋根形状付き3次元建物モデルの自動生成結果 

 

 

図-9 テストデータ（解像度：0.5m） 

 

c）3次元建物モデルの生成 

 屋根形状判読時に取得した建物高さの最高値および最

頻値，屋根勾配の最頻値と平均値，屋根種別の情報を基

に，3次元建物モデルを自動生成した結果を図-8に示す． 

 

（3）テストデータ（解像度：0.5m）への適用 

a）DSMデータの構築 

 解像度1.0mのDSMデータで屋根形状を判読した結果，

適中率は84.6％であったが，解像度を高めることで判読

精度が上がることは想像に難くない．そこで，図-9に示

す建物屋根部分のデータ取得間隔を0.5mに設定した解像

度0.5mのDSMデータを作成し，再度簡易判読を試みた． 

b）屋根形状の簡易判読結果 

 解像度0.5mのテストデータに対する屋根形状の簡易判

読結果を分割表で表現した結果を表-3に示す．適中率は

95.0％と向上した．なお，ここで「その他」と判定され

た建物はすべて面積が10m2以下であった．また，現実に

はあまり多くないが，短辺側の幅が非常に小さい寄棟屋

根は切妻屋根と誤判定する場合が多く見受けられた．こ

こで，建物面積が50m2以上の建物だけに着目し，再度分

割表を作成した結果を表-4に示す．結果，適中率は

99.9％となった．なお，1件のみ陸屋根をその他と判定

しているが，これは建物外形線が他の建物外形線を包含 

表-3 テストデータ（解像度：0.5m）の簡易判読結果 

簡易判読結果  

陸 切
妻
長
辺 

切
妻
短
辺 

寄
棟 

方
形 

そ
の
他 

合
計 

陸 399 0 0 0 0 13 412 
切妻長辺 1 188 0 0 0 3 192 
切妻短辺 0 0 184 0 0 7 191 
寄棟 1 12 0 308 0 9 330 
方形 0 0 0 0 32 13 45 

テ
ス
ト
デ
ー
タ 

その他 0 0 0 0 0 0 0 
合計 401 200 184 308 32 45 1,170 

 

表-4 テストデータ（解像度：0.5m，建物面積50m2以上）の 

    簡易判読結果 

簡易判読結果  

陸 切
妻
長
辺 

切
妻
短
辺 

寄
棟 

方
形 

そ
の
他 

合
計 

陸 263 0 0 0 0 1 264 
切妻長辺 0 111 0 0 0 0 111 
切妻短辺 0 0 125 0 0 0 125 
寄棟 0 0 0 220 0 0 220 
方形 0 0 0 0 19 0 19 

テ
ス
ト
デ
ー
タ 

その他 0 0 0 0 0 0 0 
合計 401 263 111 125 220 19 739 

 

しているため，判定できなかったものであり，DMデータ

側のエラーであった．したがって，DM側のエラーを除く

と，建物面積が50m2以上の場合の屋根形状簡易判読の適

中率は100％になると考えられる． 

 

 

４．おわりに 

 

 本研究では，DSMデータから簡易に屋根形状を把握す

る手法を開発すると共に，ディジタルシティ構築のため

に屋根形状を含めた3次元建物モデルを生成するシステ

ムを開発した． 

 テストデータと実際のDSMデータに簡易判読手法を適

用した結果，解像度が1.0mのDSMデータであれば適中率

84.6％，解像度が0.5mであれば適中率95.0％で屋根形状

を判読できることを示した．しかしながら，オリジナル

のデータ取得間隔がそれよりも粗いデータから作成した

DSMデータでは判読精度は低く，実用的ではないことも

わかった． 

 今後，より高解像度のLIDARデータやDSMデータを有す

る地域への適用を試み，簡易判読手法の適用可能性につ

いて検証するとともに，適中率の向上と景観シミュレー

ションの効率化を目指したい． 



 

謝辞：本研究の既存建物の屋根形状調査では，大阪工業

大学空間デザイン研究室の石田圭太君に多大なご協力を

頂きました．ここに感謝の意を表します． 

 

参考文献 

1) 吉川眞：ディジタルシティとVR, 都市計画, No.56(6), 

pp.47-50, 2007 

2) 竹内陽, 吉川眞, 田中一成：神戸における景観分析, 地理

情報システム学会講演論文集, Vol.17, pp.587-590, 2008 

3) 織野祥徳, 吉川眞, 田中一成：城郭都市「姫路」における

景観分析, 地理情報システム学会講演論文集, Vol.17, 

pp.45-48, 2008 

 

4) 石橋一真, 吉川眞, 田中一成：空間情報技術を用いた山並

み景観の分析, 地理情報システム学会講演論文集, Vol.16, 

pp. 367-370, 2007 

5) 藤井義令, 吉川眞, 田中一成：「嵐山」の景観構造, 地理

情報システム学会講演論文集, Vol.15, pp.429-432, 2006 

6) Haala, N. and Brenner, C.: Interpretation of Urban Surface Models Using 
2D Building Information, Computer Vision and Image Understandings, 
Vol.72(2), pp.204-214, 1998 

7) 大佛俊泰,小林史明：航空機レーザ計測データを用いた建

物屋根形状の判別, 2008年日本建築学会学術講演梗概集 

F-1都市計画 建築経済・住宅問題，pp.899-900, 2008 

8) 宮野秋彦, 永谷洋司, 日本屋根経済新聞社：新版 屋根の

知識, 日本屋根経済新聞社, 2003 

 



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

    /BGR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>
    /GRE <>

    /HRV (Za stvaranje Adobe PDF dokumenata najpogodnijih za visokokvalitetni ispis prije tiskanja koristite ove postavke.  Stvoreni PDF dokumenti mogu se otvoriti Acrobat i Adobe Reader 5.0 i kasnijim verzijama.)
    /HUN <>
    /ITA <>
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>
    /RUM <>
    /RUS <>
    /SKY <>
    /SLV <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>
    /UKR <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


	header57: 景観・デザイン研究講演集　No.5　December 2009
	NextPage57: 57
	NextPage58: 58
	NextPage59: 59
	NextPage60: 60
	NextPage61: 61
	NextPage62: 62


